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識 の

図書館は、平成 8年 4月 8日 よリー般公開を開始しましたが、現在、74名の市民の方々が利用されて

います。今後、図書館は、 「開かれた図書館」として、できるだけ市民の皆さんにご利用いただき、本

校と地域社会の交流の場となればと願っています。これからは学生諸君も図書館で、一般利用者とふれ

あう機会がふえることと思います。その時は、できるだけ 「心で接する」よう努めて下さい。利用者の

方々に十分満足いただけるだけの書物は所蔵しておりませんが、 「ああ一きてよかった」と感 じていた

だけるような雰囲気づくりをお願いします。学生諸君との心のふれあいを感 じた市民の皆さんの投げた

一つの波紋は、幾重にもなり近隣に広がり、本校は、名実共に地域社会の中で認知され、このことが本

i校の将来にかかわる大きなパワーとなって結集し、本校のさらなる発展に大きな力を与えてくれるもの

1と
確信しています。

F ご承知の通り、一般公開をも含め、学生諸君の快適な図書館ライフをすごせるようにと学校では閲覧

1室 の床改修をして下さいました。ジュータンの上で心ゆったりと読書に学習に励んで下さい。また、先

生方は、貴重な研究費から、諸君のためにとCD一 ROM用 のパソコンを図書館に購入してくれました。

まだソフ トは購入できていませんが、逐次購入充実させて、諸君の学習支援をしたいと考えています。

これらの事柄は、本当にうれしいことです。諸君は、学校ならびに教職員の意図するところを充分理解

し、これまで以上に、学習に専念し、教養を身につけるべく努めて下さい。

平成7年度の図書館状況報告は、次の通りです。年間入館者は、延102,617人、そのうち時間内80,48

4人 (242日)、 時間外16,253人(180日)土 曜日5,880人(31日)と なっています。蔵書冊数は、年度末

で77,341冊となっており、これは全国高専 (平成6年度統計による)の 中で、13番目の冊数です。ベス

ト3は、長岡高専106千冊、明石高専98千冊、古小牧高専95千冊となっており、本校とはかなりの差が

あります。できるならば本校も早急に10万冊をそろえたいと願っています。しかしながら最近の年間購

入冊数をみると、平成4年以来、年間2,000冊強の購入がありましたが、昨年度は、1,700冊合に落込み

ました。この分でいきますと予算削減に伴い年 低々下の傾向が予測され蔵書10万冊は夢の夢物語となり

かねないところへきています。何とか今、歯止をかけなければと苦慮しています。それにもかかわらず

貸出冊数は、年々増加しています。平成5年2,000冊、平成6、 7年1,000冊強単位で延びています。平

成7年度は、15,439冊貸出されています。これは全国高専と比較してベス ト5に入る結果であります。

ちなみに全国高専貸出冊数のベス ト4は、都城高専22千冊、宇部高専17千冊、豊日高専16.5千冊、鹿児

島高専15。4千冊となっています。図書購入費の削減に伴い、新しい図書の充足が不満足な中で、諸君は、

よく読んでくれたと感謝しています。学年別にみると、15,439冊中、4年生が24%、 3年生23%、 5年

生17%、 2年生16%となっており、 1年 生は10%どまりとなっています。専攻科生は少数にもかかわら

ず5%と よく読んでいます。また、軽読書化傾向がみられる今日、貸出内容を見ると、どうしてどうし

て、そのような傾向を吹きとばすかのごとく立派なものです。全貸出冊数中、工学技術34%、次いで文

学22%、 自然科学20%、芸術美術7%と なっており、70%以上が専門書ならびに教養書であります。以

上の結果から学生諸君は、思ったよりまじめに読んでくれていることがうかがえ、図書館にたずさわる

われわれは、大いにうれしく思います。本年度は特に専門書の刷新をはかります。ご期待下さい。

図書委員会では、本年度の重点目標として 「読書生活の充実」一読書案内100選の活用と多読表彰―

をとり上げました。昨年度の学生 1人当り貸出冊数は、13.5冊でした。本年は 1人 当り20冊を目標に頑

張って下さい。この根拠は、読書案内100選を5年 間で読破する冊数です。20冊読破が達成できると全

武

「図書館は知 宝庫」
館 長 中 和田
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国 1位の可能性がでてきます。この可能性に学生全員でチャレンジして下さい。

特に、前館長細井先生と委員の先生が選んで下さった読書案内100選にチャレンジしてみては如何で

すか。本を読めば、その結果として、人間が一回りも二回りも大きくなったことを感じることでしょう。

また、昨年できなかった多読表彰は、学生図書委員会と共に実施 します。内容は、個人ではなくクラス

単位で実施したいと考えています。月々のクラス別貸出結果を報告 しますので、クラスとして読書に取

組み、クラス全員の知的レベルアップに努めて下さい。その結果はすぐに出るものではありませんが、

長い人生の中で必ず役立つ時があります。「話を聞くJ「本を読む」「文を書く」「ものを見る」ことの実

践を通 して、知性と教養、さらには人間性の向上に励んで下さい。その宝庫として図書館はあります。

高専生活 5年 間を振 り返って

電子制御工学科 杉  村  晃  彦
(奈良高専機械制御工学専攻)

専攻科に入学 して早 くも2ヶ 月が過ぎようとし

ています。私は本校の電子制御工学科から機械制

御専攻に進学 しました。進学をしようとは以前か

ら考えていましたが、一
体私はどこで何を勉強 し

たいだろうと悩んでいました。そこで今までの5

年間を振り返ると、私は高専で勉強を受けていた

だけだと気づきました。勉強を受けると、すると

では意味が全然違います。さまざまな現象の証明、

公式だけを覚えるだけでは何の役にも立ちません。

そこからどのように応用、発展させるのかがこれ

からの問題なのです。それならば、これからは自

分で勉強しなければと決心すると、専攻科が私に

最も適している場所と思いました。特に実験、研

究重視のカリキュラムは他の大学にありません。

友だちからは、若いうちに冒険しろとうるさく言

われはしましたが、これで正解だったと思います。

従って、順調に進めば同じ学校に7年 間お世話に

なります。一般に6.3.3で 12年 と言われて

いるのに対し、6.3.7で 16年 とすごく語呂

が悪いのが気になります。しかし、他の学校に編

入した友達たちに比べれば、学校のシステムはほ

とんど変わりがないので、何事に対しても、取り

組みやすいことは確かです。専攻科は一見暇そう

なところだと思われがちですが、確かに暇なとこ

ろです。それは授業時間が少なくなっただけで、

必修の特別研究、特別実験が 2年 間あるので、授

業の時間以外でも、時間を見つけては、いろいろ

調べ物があるので忙しいです。私の場合、5年生

のときより今の方が、忙しい日々を送っています。

そのため、図書館へは、よく足を運びます。本科

生の時、図書館で困ったことは、本を一度に4冊

しか借りれないことでした。あれも借りたい、こ

れも借りたい、でも4冊 まで。しかし、今は、専

攻科生となっては6冊 まで一度に本を借りること

ができます。その分帰りの荷物が重たくなるのが

つらいところです。私が本科生の時、図書館で本

を借りること自体は多かったのですが、読むこと

ができずに返却してしまったことも多々あります。

その度に反省していたのですが、懲りずに繰り

返 してしまいました。今となって私が借りていた

本を誰かが探していたのではと思うと悪いことを

していたと感じます。今後は自分のペースを考え

た上で、図書館及び、他の学校の施設を十分に利

用していこうと思っています。

高専生活の中での図書館
電気工学科 細  矢  尚  之

(奈良高専電子情報工学専攻科)

五年間という長い高専生活の中で、私にとって

この図書館という空間はどんな空間だったのかを

考えてみることにします。一
年の最初の頃は、慣

れない環境のせいか、あまり余裕がなくひとまず、

1卒業生からのメッ_セー宇ジ

- 2 -



同級生と親しくなることに努めていたこともあっ

て図書館に行くことはほとんどありませんでした。

まだあの頃は、お互いがどんな人かもわからない

ので昼食時も2、 3人 がばそばそと話 しているだ

けでクラス全体が非常に静かで居ずらかったのを

覚えています。一年の後半から二年にかけて次第

に、お互いに打ち解け合い親しい友人もでき余裕

ももてるようになりこの頃からちょくちょく顔を

出すようになり、この頃の私の図書館の利用法は

昼休みや放課後のクラブまでの暇なときの暇つぶ

しに雑誌や漫画を読んだり、ビデオやLDを 鑑賞

したりしていました。特に夏場の暑いときは冷房

が効いていて居心地がよく結構人が多くて騒がし

かったのを覚えています。三、四年になると授業

の課題や実験 レポー ト、試験勉強が教科書だけで

は間に合わなくなってきてこのために図書館を利

用する時間が増えていき、五年になると今度は卒

業研究のために利用するのがほとんどでした。こ

うして実際にこの五年間を振り返って考えてみる

と図書館で文学等を読むために図書館を利用 した

ことがなく、高専生活の後半はほとんど勉強のた

めだけに利用していたことに気づきました。今、

私は専攻科の一年ですが、この専攻科の面接試験

の時、ある試験官の先生に 「今までにどんな本を

読んできましたか ?」 と聞かれ何も答えることが

できず、その先生に私は色々な本を読み幅広い知

識や教養を身につけることが必要だと諭されまし

た。その頃の私は心にゆとりがなく、図書館で本

を読むようなことはありませんでしたが、私はこ

の言葉を心にとどめておき今後の学生生活では、

もう少し心にゆとりを持ち本を読むことを心がけ

ていきたいと思います。

正 しい図書館の使い方?
化学工学科 吉  野  直  美

(奈良高専化学工学専攻)

1.レ ポー トを書 く

2.宿 題をする

3.暇 つぶ し

4.待 ち合わせ

5,本 を読みに来る

6.寝 に来る

私が本科生の時、図書館を利用する目的はこれ

くらいでした。

私は
“
図書館

"と
いう空間が好きです。

まず、本がたくさんあること、それだけで、5

年間良く通いました。ただ単に
“
本を見に来る

"

という時もありました。5と はちょっと違います。

新刊が入る頃と気が向いたときに、本棚を眺めて

いるのです。最近は、私が入学 した頃にはあまり

見られなかったような、マイナーっぽいモノやオ

タクっぱいモノが増えてきています。 (図書委員

さんのおかげです)そ んな本の背表紙を読むだけ

で結構楽しめます。

それから図書館は静かです。考え事やボーッと

するのに最適です。夏は涼しく、冬暖かいし快適

この上なしです。そうなると私は、お気に入りの

窓際の隅の席で、6の 状態になってしまいます。

(冬はちょっと寒い。)

が、この静寂が破られる唯一の日がテス ト前で

しょう。このときだけは、 “ここはデパー トか?"

と言う程のにぎわいを見せます。そしてこのとき

に苦労するのが席取り。

この席取りにもコツがあります。

確実にとりたいときは自分のノー トとかを朝一

番に置いていました。図書館の本では目を離 して

いる間に移動させられることがあったのでやめま

した。ときには、友達と組んで大テーブルをとっ

たりしました。 (こういうときは、他人の迷惑な

んて考えてません !)

以上、私の本科生時代における図書館の利用法

(?)を 並べてみました。ここらでみなさんに一

言、言わせてもらいましょう。本は低学年のうち

に読みこなしておきましょう。学年があがるに従っ

て、好きな本を読む時間 (“暇
ル

とも言う)は ど

んどんなくなっていきます。代わりに、専門書な

どを読まなければならなくなるからです。

それから図書館を本を読むだけの場所として利

用するのではなく、視聴覚機器もあることですし、

独自の利用方法を考えていくのがおもしろいでしょ
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う。そのためにも、用がなくても足 しげく通って

みるとよいでしょう。きっとなにかおもしろいこ

とが思いつくかもしれません。 (ただし、図書館

の静寂を乱さないようにしましょう。)

奈良高専の図書館
専攻科 機 械制御工学専攻

竹  田  貴  博

(豊橋技術科学大学大学院)

矢田より田舎な天伯丘より合言葉はビー、機械

制御専攻 3期 生の竹田と申します。図書館だより

に図書館のことを何か書いてほしいという話が来

ましたので、そうですねぇ、奈良高専の図書館が、

竹田の目にはどう写っていたかということを書き

ましょう。

・図書館は 「館」というより 「室」だった。

本科にいたときから、専門系の書籍が少ないと

感じていた。専門科目の先生方、これはと思う

本を、どんどん入れてあげてください。専攻科

もできたことですし。

。図書館は勉強する場所だった。

当然。けっして、雑談をする場所ではない。若

い諸君、図書館は静かなのが当たり前ですよ。

必要な話でも、必要最小限で。図書館を談話室

にしないように。

・図書館は畑だった。

図書館には、 「RJ」 や 「BJ」 、 「SFMJ

などのおいしい野菜が生えていました。頭が疲

れてくると、よくこれらを食べていました。趣

味もまた大事。どの雑誌も、まともに買うと10

00円ぐらいするものですから大助かりでした。

・図書館は時にユンケルと化した。

本のみならず、映像、音楽ソフ トもおいてある

図書館。上に書いた野菜では回復が遅いときは、

ユンケルがごとく、あるCDを 聞いて頭を元気

にしていました。ホルス トの組曲 「惑星」の

「木星」を聞けば、あなたも萌え萌えです。

ちなみに、豊橋技科大の図書館といいますと、

電制棟の倍ほどの規模で、 1階 が資料室、2階

が工学系雑誌 (半分が英文)、 3階 が参考書類

になっていて、こんなところで勉強以外何がで

きるねん、というぐらいどこから見ても図書館

です。

10代後半の、脳みその糧になってくれた奈良

高専図書館に感謝。そして、図書館の世話役で

あった図書係の皆様に感謝◇学生の皆さん、騒

ぎすぎて図書係の人達を困らせないようにご注

意を。

読書感想文コンクールは、今年度で第21回目

を迎えることになりました。

今年度は、この伝統あるコンクールをよリー

層内容のあるものに充実してほしいものです。

ついては、3年 生以上の学生諸君からの力作

が多数寄せられることを期待しています。なお、

参考図書として推薦されました本は下記のとお

りですが、この他にも興味のある本があれば、

自由に選んでも構いません。

☆文学作品

大きな森の小さな家 (ワイルダー)講 談社文庫/

飛ぶ教室 (ケス トナー)講 談社文庫/太 郎物語
一高校編 (曾野綾子)新 潮文庫ほか/銀 河鉄道

の夜 (宮沢賢治)角 川文庫ほか/地 獄変 (芥ブ||

龍之介)角 川文庫ほか/変 身 (カフカ)新 潮文

庫ほか/落 日燃ゆ (城山三郎)新 潮文庫/竜 馬

がゆく (司馬遼太郎)文 奉文庫/レ ・ミゼラブ

ル (ユゴー)新 潮文庫ほか

☆文学作品以外

戦後プロ野球50年 (近藤唯之)講 談社文庫/超

常識 (森政弘)PHP文 庫/日 本コンピュータ

の黎明 (田原総一郎)文 春文庫/空 想自然科学

入門 (アシモフ)ハ ヤカワ文庫/脳 の話 (時実

利彦)岩 波新書/夜 と霧 (フランクル)み すず

書房/知 りたがらない日本人 (M・ 」・バルボ)

柏書房/黒 人の誇り・人間の誇り (ローザ・パー

クス)サ イマル出版会/エ イズと生きる時代

(池田恵理子)岩 波新書
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拭卜に
― 〈あな

残
離 も薦めたい〉― (その7)

る 一 冊 の 本

『星々の悲 しみ』
宮 本  輝  著 (文襲春秋)

機械工学科 (数学)安 田 智 之

七編の短編小説からなる。最初におかれているのは、この短編集の表題にもなっている 『星々の悲

しみ』である。 「その年、ぼくは百六十二篇の小説を読んだ」でこの小説は始まる。何故 「ぼく」が

そんなに沢山の小説を読んだのか。というより寧ろ読まなければならなかったのか。それは 「ぼくJ

が人間の生というものに見入らざるを得なかったからだ。同じ理由で 「ぼく」は 「星々の悲しみ」と

いう題の油絵に見入る。そうして、この絵 しか残さず二十歳で逝ってしまった画家はそこに何を塗り

込めたかったのか、ということを繰り返 し問い続けるのである。この絵は実は 「ぼく」の行き付けの

喫茶店にあったものだ。予備校をサボって、そこで友人のAと Kと 話をした最初の日、Kは 大きなそ

の絵を盗み出してしまう。 「ぼく」が会計を済ますことになり、その前に トイレにいっている間の出

来事であった。そもそもその行動は 「ぼく」の 「あの油絵と、図書館で逢うた女の子を盗んできてく

れよ」という難題の吹きかけから起こされたことだ。従って絵は 「ぼく」の家に運ばれ、 「ぼく」は

その日から 「星々の悲しみ」と否が応でも向き合うことになる。それは人間の生と、その裏づけであ

る死に向き合うことに他ならない。絵を盗み出したのは春であった。その年の秋の終わりにはAが 死

んでしまう。しかしAに はそれまでに読んだ沢山の小説が語れず、大逝の画家にも描けなかった生の

本質の断片を彼の死後与えてもらうことになる。それは 「星々の悲しみ」を喫茶店への昇り口に返し

た帰途での事だった。絵から解放されたことは象徴的な出来事でもある。

『星々の悲しみ』で 「ぼく」が絵に見入ったように他の六編の小説でも、主人公があるものに見入

る場面がある。そこではこちらも回唾を呑んで対象に見入らざるを得ない。そうして生と向き合うの

だ。 『西瓜 トラック』では 「大きくて赤いもの」とそれにつながる 「子を連れた女」、 『北病棟』で

は 「市立病院の灯と背後の薄明り」、 『火』では 「マッチの火」、 『小旗』では 「赤い小旗をえ、って

いた青年」、 『蝶』では 「翅をひろげた色とりどりの蝶」、 『不良馬場』では 「一枚の五百円札」と

それが賭けられた 「五番の馬」。読者はこれらのものから自分は何の説得もされないとなめてかかっ

ても結局見入らざるを得ない。ミイラ取りはミイラにならざるを得ない。ならはやっぱりしかの告だ。

『幽 霊 』
北 社 夫著 (新潮文庫)

機械工学科 広    和  樹

この本は、副題に 「或る少年の青春の物語」とあるように、フィクションですが著者の記憶や、体

験を基にして書かれたものです。全4章 からなっており、幼少の頃や少年期のなつかしい記憶を再現

しています。

16か、17才の頃、私は、何となく題名にひかれてこの本を読みました。最初は、なぜ 「幽霊」なの

かよくわからなかったのですが、そのうちにゾクッとするような (たぶんフィクションだと思う)こ

とが書いてあり、さらに読み進めていくといままでの自分と重なるような部分もあり、理屈抜きにこ

れはおもしろいと思いました。

時代背景が古く現在とはマッチしないかもしれませんが、興味ある人はぜひ読んでみて下さい。
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『天空の舟』 (上・下)
宮城谷昌光著 (文春文庫)

化学工学科 河 越 幹 男
中国の古代王朝は、今の学説では、夏に始まり商、周と続く。商は後に段とも言われ、むしろ段の方

が一般には通りがよい。標記の本は夏王朝から商王朝への革命期 (この革命は現在の革命とは少し意味

が異なり、文字通り、天命があらたまるという意味である)に 商の湯王を補弼して革命を成し遂げ、後

に名宰相とうたわれた伊ヂの物語である。

時代背景は伝説の時代から歴史時代に入ろうとする頃である。文字はまだない。話は洪水から始まる。

洪水によって付近一帯の村々は殆ど全滅するが、一人の幼児が母親によって桑の大木の空洞に入れられ

て助かる。桑は古代にあっては神木であった。葉は蚕の釘、実は酒、幹は建材になったからである。下

流に漂着した幼児は神木から生まれたというので大評半Jになった。この幼児が後の伊ヂである。伊ヂの

一生を追って、夏王朝の没落と商王朝の勃興が描かれている。何しろ太古の時代の話であるので、神懸

かった部分もあるが、人間の本質をうまく描いている。読後感は爽快であった。ゴツゴツとした硬い岩

石を吉労して割ったその中に、煙めく宝石を見たような気持にさせられた。

この作者は漢字に対する興味が小説を書く情熱の源になっていると言うだけあって、この本にも今ま

で見たこともないような難しい漢字が ドッサリと現れる。しかし、それが少しも苦にならないどころか、

それがスパイスの役割をしてこの本に独特の味を与えている。漢字の成立過程や語源の説明もあり、そ

れがまた面白い。商の湯王が伊ヂを幕下に招く際に、伊ヂの草庵を湯王が三度訪れて懇願 している。三

顧の礼である。我々が良く知ちている三顧の礼は、ずっと後の時代の三国志に出てくる諸葛孔明と蜀の

劉備のことである。伊ヂと湯王の方が本家である。また、我々が現在使っている商人と言う言葉は、実

はこの時代において物資の移動を生業とした商の人、すなわち商人が語源であるようなことも説明され

ている。

この作者には、古代中国を扱った小説が多く、この本の続編とも言うべき 「王家の風日」は商王朝か

ら周王朝への変革期を題材にしている。一読することをお薦めする。

平成 8年 度 (1996年度)・ 図書館委員会スター ト

本年度の図書館委員会と学生図書委員会のメンバー及び役割分担が次のように決まりました。

図 書 館 委 員 会 学 生 図 室 委 員 会

館長 :中 和 国

部 会 長 :押 田 ・矢尾 。中村

(事務 部 :阪 井 ・福 井 ・清水 )

委 員長 : 4 M板 坂

副委 員長 i 4 C田 村

図 書 部 会 視 聴 覚 部 会 研究紀要部会 M E S I C

押 田 ・細 井

福 鳥 ・ 広

宮 田 。中 村

永 田 。河 越

石 丸

矢 尾 ・福 鳥

宮 田 '押 田

近 藤 ・石 丸

中村 ・細 井

広 。 中 国

永 田 ・河 越

1

2

3

4

5

賀

田

川

坂

上

芳

木

中

板

立

山 本

佐 々木

林

小 田 ・岸根

山 本

高野瀬

大 槻

山 末

波多野

登 坂

岡本 ・吉 田

出 水

村  上

回中 ・仲上

菊  山

山 岡

黒  田

水 谷

田中 ・田村

東  岡

図 書 館 委 員 担 当 曜 日 学 生 図 書 委 員 貸 出 当 番 表

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

村

田

中

永

広

田
緋
宮

鳥

丸

福

石

中和田 矢尾 。中田

押田・河越

2 1

出 水

4 1

仲 上

l S

調

3 C

水 谷

4 C

田 村
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冊
数

ク ラ ス 別 統 計 表

平成 7年 度図書館利用状況

○ 学年別統計表

■年間貸出数

匡=ヨ1年 1431冊10%

匡茎ヨ2年2361冊16%

EE3年  鶴77m23%

畳醒堅4年 鍋砲冊24%

匡王∃5年%鶴冊17%

匠=ヨ専攻科731冊5%

盛顛翻職員 936m6%
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０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０
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０
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０

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

９

　

８

　

７

　

６

　

５

　

４

　

３

　

２

　

１

９ ３ ６

一　

一　

一　

十　

一　

一
日
■
４８
ロ

一
一
一
一

一
一
一静

一
一
一
一
一施

C

○ 分 類番号別統計表
匠王コ総記  1357m9%
巳王ヨ哲学  郷 2%
匠王ヨ歴史  283m2%
屋墾国社会科学 2拘冊 2%

匡王ヨ自然科学2982m20%

圧王コエ学技術側囲冊 34%

聾轟国産業  66「80%
Ellllll芸術美術1073m7%

圏韮国語学  mF3 2%
ンンン文学 32「122%

Q

図書館からのお知らせ

夏季体業キの図書館の開能時間等は以下のよう
になります。

開能時間 平  日  8時 卸分～17時

土曜日 夏 季体業ヤ休能

体 館 日  8月 5日 (月)-8月 16日 (金)

貸出冊数 6冊 (7月 8日 より)

夏季休業ヤ、直に残る本との出会いをぜひ″

一　

一　

一
　

一　

Ｊ
■
ｒ
弾
酎

lMlElSl1lC2M2E2S212C3M3E3S313C4M4E4S414C5M5E5S515C機 制電情化与教職員

⑥ ⑥ ② ③
卒業生、専攻科修了生の皆さんから

図書館にメッセTジ を頂きありがとう
ございました。また、第7口 となりま
した 馬せに残る一冊の相 に3名の先
生方にご執筈いただきありがとうござ
、ヽました。
本年度より図書館の一般市民開次も

始まり、ますます本校図書館の重要度
も増 してきています。ますます図書能
が広くオ叫用されることを願います。
(委員一同)

― ☆


